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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ねじ穴と、前記ねじ穴に対して半径方向に離間された駆動部材穴とが画成される外面と
を有するホールカッタのためのアーバであって、前記アーバは、
　一端にドライブシャンクと、前記ドライブシャンクとは反対の端に、前記ホールカッタ
の前記ねじ穴と係合可能なねじ山部と、前記ドライブシャンクと前記ねじ山部の間に位置
付けられた軸方向に延びる内側軸受面を有する、軸方向に長いアーバ本体であって、前記
軸方向に延びる内側軸受面に沿って第一の幅を画定するアーバ本体と、
　近位端と遠位端と、前記近位端と遠位端の間に軸方向に伸びる、手動操作をし易い表面
と、前記遠位端から軸方向に延びる駆動部材とを備える、軸方向に長いカラーであって、
前記カラーは前記アーバ本体にスライド可能に取り付けられ、（ｉ）前記カラーの前記遠
位端が前記ねじ山部に近接し、前記駆動部材を、前記アーバ本体の前記ねじ山部に螺合さ
れたホールカッタの前記駆動部材穴に係合させる係合位置と、（ｉｉ）前記カラーの前記
遠位端が前記アーバ本体の前記ねじ山部に対して軸方向に離間されている釈放位置との間
で移動可能であり、前記カラーは前記カラーを前記係合位置と釈放位置との間で移動させ
ると、前記アーバの前記軸方向に延びる内側軸受面とスライド可能に接触する、軸方向に
延びる外側軸受面を有し、前記軸方向に延びる内側軸受面は、前記アーバ本体の前記第一
の幅の少なくとも約１　１／４倍の長さを画定するカラーと、
　前記カラーに取り付けられ、（ｉ）前記カラーを前記係合位置に保持する第一の位置と
、（ｉｉ）前記カラーが前記係合位置から前記釈放位置へと軸方向に移動するのを可能に
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する第二の位置との間で移動可能な保持部材と、
を備えることを特徴とするアーバ。
【請求項２】
　請求項１に記載のアーバであって、前記アーバ本体は、相互に対して角度離間された１
対の内側軸受面を画定し、前記カラーは、相互に対して角度離間された、軸方向に延びる
１対の外側軸受面を画定し、前記軸方向に延びる１対の内側軸受面は、前記軸方向に延び
る１対の外側軸受面とスライド可能に係合し、前記軸方向に延びる外側軸受面は、前記軸
方向に延びる内側軸受面より短いことを特徴とするアーバ。
【請求項３】
　請求項２に記載のアーバであって、
　前記カラーには、相互に対して前記カラーの略反対側に位置付けられる、軸方向に延び
る１対の凹面が画成され、各凹面は、それぞれの軸方向に延びる外側軸受面と前記カラー
の前記近位端の間に延びることを特徴とするアーバ。
【請求項４】
　請求項３に記載のアーバであって、
　前記カラーには、１対の第一の停止面が画定され、第一の停止面の各々は、軸方向に延
びる凹面と、それぞれの軸方向に延びる外側軸受面の間に形成され、前記アーバ本体には
、１対の第二の停止面が画定され、第二の停止面の各々は、それぞれの軸方向に延びる内
側軸受面の近位端に形成され、第一と第二の停止面は、前記釈放位置において相互に係合
して、前記カラーが前記近位端側に軸方向にそれ以上移動するのを防止することを特徴と
するアーバ。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１つに記載のアーバであって、
　前記カラーは、前記カラーの前記近位端に近位周縁、前記カラーの前記遠位端に遠位周
縁、前記近位周縁と遠位周縁の間に延びる、手動操作をし易い環状面を画定し、
　前記近位周縁と遠位周縁の少なくとも一方は第一の直径によって画定され、前記手動操
作をし易い表面は、前記第一の直径より小さい第二の直径によって画定されることを特徴
とするアーバ。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１つに記載のアーバであって、
　前記近位端と遠位端の間に軸方向に伸びる前記手動操作をし易い表面は、近位端と遠位
端と比較して小さい幅を画定することを特徴とするアーバ。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１つに記載のアーバであって、
　前記軸方向に延びる内側軸受面は、前記アーバ本体の前記第一の幅の少なくとも約１　
１／２倍の長さを画定することを特徴とするアーバ。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１つに記載のアーバであって、
　前記第一の幅は、前記アーバ本体の外径によって規定されることを特徴とするアーバ。
【請求項９】
　請求項３に記載のアーバであって、
　前記軸方向に延びる１対の内側軸受面は、相互に対して前記アーバ本体の略反対側に位
置し、前記軸方向に延びる１対の外側軸受面は、相互に対して前記カラーの略反対側に位
置することを特徴とするアーバ。
【請求項１０】
　請求項３または９に記載のアーバであって、
　前記軸方向に延びる１対の内側軸受面は略平坦であり、前記軸方向に延びる１対の外側
軸受面は略平坦であることを特徴とするアーバ。
【請求項１１】
　請求項３，９，１０のいずれか１つに記載のアーバであって、
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　前記軸方向に延びる外側軸受面は、前記軸方向に延びる内側軸受面より短いことを特徴
とするアーバ。
【請求項１２】
　請求項４に記載のアーバであって、
　前記第二の停止面は、前記アーバ本体に形成されたそれぞれのリップによって画定され
、前記リップと前記凹面は、前記カラーを前記係合位置と前記釈放位置の間で移動させる
と、相互にスライド可能に接触する軸受面を形成することを特徴とするアーバ。
【請求項１３】
　請求項１から５のいずれか１つに記載のアーバであって、
　前記カラーは、前記カラーの前記近位端に近位周縁、前記カラーの前記遠位端に遠位周
縁、前記近位周縁と遠位周縁の間に延びる、手動操作をし易い環状面を画定することを特
徴とするアーバ。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のアーバであって、
　前記近位周縁と前記遠位周縁の少なくとも一つは第一の直径によって画定され、前記手
動操作をし易い環状面は前記第一の直径より小さい第二の直径によって画定されることを
特徴とするアーバ。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のアーバであって、
　前記手動操作をし易い環状面は軸方向の長さを画定し、前記近位周縁と前記遠位周縁は
それぞれ軸方向の長さを画定し、前記手動操作をし易い環状面の軸方向の長さは、前記近
位周縁と前記遠位周縁の各々の軸方向の長さより大きいことを特徴とするアーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホールカッタのためのアーバ、ホールカッタおよび関連する方法に関し、特
に、ホールカッタおよび／またはパイロットビットのアーバとの比較的迅速な着脱を容易
にするアーバ、ホールカッタおよび関連する方法に関する。本願は、２００８年３月６日
出願の米国特許出願第１２／０４３，７４０号の国際出願であり、同出願の全体を引用に
よって本願の開示に援用する。
【背景技術】
【０００２】
　ホールソーのための一般的なアーバは、ねじ山のある端部を持つアーバ本体を有し、こ
れに対応するホールソーの端板のねじ穴と係合させてホールソーをアーバに固定する。パ
イロットドリルビットは、アーバ本体のねじ山付端部の内部で受けられ、ホールソーの中
心を通って延びる。アーバはさらにドライブピンプレートを備え、このドライブピンプレ
ートは、アーバ本体にスライド可能に装着され、直径方向に対向する１対のドライブピン
を有し、これらのピンがホールソーの端板に形成された対応するドライブピンホールの中
に延びてホールソーを回転可能に駆動する。アーバ本体にロックユニットがねじ式に取り
付けられ、使用中にホールソーからドライブピンが外れることが防止される。
【０００３】
　ホールソーをアーバに装着するには、ホールソーの端板をねじ山付端部に螺合させて、
ホールソーをアーバ本体に固定し、ドライブピンホールをドライブピンプレートの対応す
るドライブピンと位置整合させる。次に、ドライブピンが完全にドライブピンホールの中
に受け入れられるまでロックナットを締め、アーバをホールソーに固定する。パイロット
ビットを装着するには、ビットを中心穴に挿入し、ファスナを締めて固定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００９／０２２６２７０号明細書
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【特許文献２】米国特許出願公開第２００９／０２３８６５３号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００９／０２７９９７１号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００９／０２７９９７２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この種のアーバに伴う欠点の１つは、動作中にドライブピンプレートがホールソーから
外れると、ホールソーがねじ山上で動かなくなり、使用者にとって、ホールソーをアーバ
から外すことが困難で時間のかかる仕事となる点である。多くの状況において、動かなく
なったホールソーをアーバから外す過程でアーバ、ホールソーまたはその両方が永久的な
損傷を受け、機器の早期交換に伴い、望ましくない費用が必然的に発生する。
【０００６】
　上記の種類のアーバの別の欠点は、ロックナットを締めてホールソーが回転しないよう
にする間に、ホールソーを所定の位置に保持して、ドライブピンホールを対応するドライ
ブピンと位置整合した状態に維持しなければ、ドライブピンがドライブピンホールに入ら
なくなってしまう点である。この問題に対処するために、ホールソーの装着をより容易に
するように特に設計された、対応する独自開発のホールソーを受け入れる独自開発のアー
バが考案された。しかしながら、このようなアーバは特定の製造者の独自開発のホールソ
ーしか装着できず、標準型ホールソーは装着できないため、その用途は大幅に限定されて
いる。したがって、上記のような独自開発のアーバが標準型ホールソーを受け入れられる
ことは有利であり、それは、標準型ソールソーであれば、独自開発のホールソーの交換が
必要になっても入手できないとき、あるいは独自開発のホールソーで所望の大きさおよび
／または切削態様のものが入手できないときでも、入手しやすい傾向があるからである。
【０００７】
　上記の種類のアーバのまた別の欠点は、パイロットドリルビットの挿抜では、使用者が
手で位置決めねじを係合させなければならない場合が多いことである。この問題に対処す
るために、道具を必要とせずに固定できるように構成されたシャンクを有する、対応する
独自のパイロットドリルビットを固定する独自開発のアーバが考案された。しかしながら
、これらのアーバは、特定の製造者の独自開発のパイロットドリルビットしか固定できず
、独自開発のパイロットドリルビットの交換が必要になっても入手できないとき、あるい
は独自開発のパイロットドリルビットで所望の大きさおよび／または穴あけ態様のものが
入手できないときでもすぐに入手でき、容易に手に入る標準的なパイロットドリルビット
を固定できないため、その用途は大幅に制限されている。さらに、このような独自技術に
よるアーバとパイロットドリルビットシステムは、アーバ内にビットを十分に固定できな
いことがあり、および／または、特に高速回転速度での使用中にビットが緩み、軸が傾斜
するぐらつきが発生することがある。軸が傾斜するぐらつきはパイロットドリルビットの
望ましくない振動の原因となり、それによってビットの穴あけ寿命が短縮され、および／
または使用中の精度が容認できない程度まで低下する可能性がある。
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、上記のような先行技術の欠点および／または不利点の１
つまたは複数を克服することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第一の態様によれば、本発明は、クイックチェンジ式ホールカッタに連結可能
であり、また本発明のいくつかの実施形態においては、標準型ホールカッタにも連結可能
なアーバに関する。ホールカッタは、第一の穴が画成される端部と、第一の穴に関して半
径方向に離間された少なくとも１つのドライブピン凹部を有する。アーバは、停止面と停
止面から軸方向に延び、ホールカッタの第一の穴の中に係合可能なホールカッタ連結部と
を有するアーバ本体を備える。ドライブピン部材には第二の穴が画成され、第二の穴はそ
の内部でアーバ本体を受け、ドライブピン部材は、アーバ本体とドライブピン部材の相対
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的軸運動は可能であるが、相対的回転運動は阻止されるように構成される。ドライブピン
部材はさらに、第一の表面と、第二の穴に関して半径方向に離間され、第一の表面から軸
方向に延びる少なくとも１つのドライブピンを備える。連結部は、ホールカッタの第一の
穴の中で受けられて、第一の係合位置を規定することが可能である。アーバ本体および／
またはホールカッタは、第一の係合位置と、ホールカッタをアーバ本体に固定する第二の
係合位置の間で相互に関して移動可能である。第二の係合位置では、（ｉ）少なくとも１
つのドライブピンはこれに対応するホールカッタの少なくとも１つのドライブピン凹部と
略位置整合し、（ｉｉ）ドライブピン部材は、ホールカッタに関して軸方向に離れている
釈放位置と、対応するホールカッタのドライブピン凹部の中に少なくとも１つのドライブ
ピンが受けられ、ドライブピン部材の第一の表面がホールカッタの端部に接触する係合位
置との間で、アーバ本体に関して軸方向に移動可能である。
【００１０】
　好ましくは、第二の係合位置において、ホールカッタの端部は、アーバ本体の停止面と
接触している。本発明のいくつかの実施形態において、アーバ本体および／またはホール
カッタは、第一と第二の係合位置の間で、相互に関して回転可能である。いくつかのこの
ような実施形態において、アーバ本体の連結部には第一のねじ山が画成され、ホールカッ
タの第一の穴には第一のねじ山と螺合する第二のねじ山が画成されており、これによって
第二の係合位置においてホールカッタがアーバ本体にしっかりと固定される。いくつかの
このよう実施形態において、アーバ本体の連結部のねじ山は、（ｉ）第二の係合位置にお
いて、少なくとも１つのドライブピンをホールカッタの対応するドライブピン凹部と略位
置整合させ、かつ（ｉｉ）第二の係合位置において、ホールカッタの端部をアーバ本体の
停止面と接触させるように構成されている。いくつかのこのような実施形態において、第
一と第二のねじ山により、その間に軸方向のすきまが画定され、ホールカッタの端部が第
一の係合位置と第二の係合位置のどちらにおいても、アーバ本体の停止面と略接触するよ
うになっている。いくつかのこのような実施形態において、アーバ本体および／またはホ
ールカッタは、第一と第二の係合位置の間で相互に関して回転可能であり、第一と第二の
係合位置の間の角度の大きさは約１０°から約１８０°の範囲内である。
【００１１】
　本発明のいくつかの実施形態において、クイックチェンジ式ホールカッタの第一の穴に
は、ある角度範囲にわたる複数の突出部とその間に形成された複数の相対的凹部が画成さ
れ、アーバ本体の連結部には、ある角度範囲にわたる複数の突出部とその間に形成された
複数の相対的凹部が画成される。第一の係合位置において、連結部の突出部は第一の穴の
凹部の中に受けられ、第一の穴の突出部は連結部の凹部の中に受けられる。第二の係合位
置において、連結部の突出部は第一の穴の突出部と係合する。いくつかのこのような実施
形態において、連結部の突出部には第一のねじ山が画成され、第一の穴の突出部には第二
のねじ山が画成され、第一と第二のねじ山は、第二の係合位置において螺合する。いくつ
かの実施形態において、ある角度範囲にわたる突出部の少なくとも１つの角度の大きさは
、それぞれの第一の穴と連結部の少なくとも１つの他の、ある角度範囲にわたる突出部よ
り大きい、または小さく、それによって、連結部は第一の係合位置においてのみ、第一の
穴の中に受けられる。
【００１２】
　本発明のいくつかの実施形態はさらに、ドライブピン部材に連結されたカラーを備え、
カラーが第一の位置と第二の位置の間で移動すると、略同時にドライブピン部材は係合位
置から釈放位置に移動する。好ましくは、カラーは略ディアボロ形を画定する。この特徴
の１つの利点は、それによって、カラーを移動させてホールカッタを着脱するのに、使用
者はたとえば片手の人差し指と親指でカラーの中央部を持つことができるため、使用中の
取扱が容易になることである。
【００１３】
　本発明のいくつかの実施形態において、カラーとアーバ本体の間の界面により、軸方向
に長い軸受面が規定される。この特徴の１つの利点は、それによって、カラーとドライブ
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ピン部材と、アーバ本体との間の不要な遊びまたは動きが減少または防止されることであ
る。
【００１４】
　本発明のいくつかの実施形態は、通常はドライブピン部材を釈放位置から係合位置への
方向に付勢する付勢部材、たとえばコイルばねをさらに備える。好ましくは、付勢部材は
、ホールカッタを第二の係合位置に移動させると、自動的にドライブピン部材を係合位置
へと押し出す。この特徴の１つの利点は、それによって、片手でホールカッタをアーバに
取り付けることが容易となり、あるいはホールカッタのアーバとの迅速な着脱が容易とな
る。
【００１５】
　本発明の他の態様によれば、アーバ本体にはさらに、クイックチェンジ式パイロットビ
ットと標準型パイロットビットの両方を交互に受けるように構成されたパイロットビット
穴が画成される。いくつかのこのような実施形態において、アーバはさらに、（ｉ）パイ
ロットビット穴に向かって半径方向に内側に付勢され、パイロットビット穴の中で受けら
れるクイックチェンジ式パイロットビットと係合するパイロットビンと、（ｉｉ）パイロ
ットビット穴の中へと移動可能で、パイロットビット穴の中で受けられる標準型パイロッ
トビットと係合可能なファスナを備える。
【００１６】
　いくつかのこのような実施形態において、アーバ本体にはさらに、クイックチェンジ式
パイロットビットと標準型パイロットビットの両方を交互に受けるパイロットビット穴が
さらに画成され、アーバはさらにパイロットビット機構を備え、パイロットビット機構は
、（ｉ）パイロットビット機構がクイックチェンジ式パイロットビットと係合し、アーバ
本体に関するビットの運動を防止する第一の状態と、(ｉｉ)パイロットビット機構が標準
型パイロットビットと係合して、アーバ本体に関するビットの運動を防止する第二の状態
と、（ｉｉｉ）パイロットビット機構がクイックチェンジ式パイロットビットまたは標準
型パイロットビットの各々を釈放し、アーバ本体に関する各ビットの運動を可能にする第
三の状態を規定する。
【００１７】
　他の態様によれば、本発明は、第一の穴が画成される端部と、第一の穴に関して半径方
向に離間された少なくとも１つの凹部を有するクイックチェンジ式ホールカッタに連結可
能なアーバに関する。アーバは、電動工具をホールカッタに駆動的に連結する第一の手段
を備える。第一の手段は停止面を有し、アーバの第二の手段は停止面に関して軸方向に延
び、ホールカッタの第一の穴と釈放可能に係合して、第一の係合位置を規定する。第三の
手段が設けられ、その中に第一の手段を受け、第一の手段と第三の手段の相対的軸運動を
可能にするが、相対的回転運動を防止する。第三の手段は、第一の表面と、第一の表面か
ら軸方向に延び、ホールカッタの少なくとも１つの凹部の中で受けられ、ホールカッタを
回転可能に駆動する、少なくとも１つの第四の手段を備える。第五の手段が設けられ、第
一の手段とホールカッタのうちの少なくとも一方を第一の係合位置と第二の係合位置の間
で他方に関して回転運動させて、ホールカッタを第一の手段に固定し、（ｉ）第二の係合
位置において、少なくとも１つの第四の手段をホールカッタの少なくとも１つの対応する
凹部と略位置整合させて、それによって、第二の係合位置において、ホールカッタに関し
て軸方向に離間される釈放位置と、少なくとも１つの第四の手段がホールカッタの対応す
る凹部の中で受けられる係合位置との間での、第一の手段に関する第三の手段の軸方向の
移動を可能にし、（ｉｉ）第二の係合位置において、第三の手段の第一の表面をホールカ
ッタの停止面と略接触させる。
【００１８】
　別の態様によれば、本発明は、アーバに装着可能なクイックチェンジ式ホールカッタに
関する。アーバは、少なくとも１つの雄ねじ山部を画定するねじ山付端部と、ねじ山付端
部に隣接させて配置された停止面と、その上に少なくとも１つのドライブピンを有し、ホ
ールカッタと係合するドライブピンとの係合位置とドライブピンがホールカッタから釈放
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される釈放位置との間で、アーバに関して軸方向に移動可能なドライブピン部材とを備え
る。クイックチェンジ式ホールカッタは、ブレード本体と、複数の切削歯により画成され
る刃先を有するブレードを備える。ホールカッタの端部は、ブレード本体にしっかりと固
定されており、周辺部に少なくとも１つの雌ねじ山部を有する略中心穴と、中心穴に関し
て半径方向に離間された少なくとも１つのドライブピン凹部が画成される。雌ねじ山部は
、アーバの雄ねじ山部と協働し、（ｉ）リード部の雄ねじと雌ネジが相互に係合または略
係合し、相互に関する第一の軸方向のすきまを画定する第一の係合位置と、（ｉｉ）第一
の係合位置に関して角度離間された第二の係合位置を画定する。第二の係合位置において
、雄ねじと雌ねじは相互に係合し、第一の軸方向のすきまより小さい第二の軸方向のすき
まを画定し、端部はアーバの停止面と係合または略係合し、ドライブピン凹部は、アーバ
のそれぞれのドライブピンと位置整合し、ドライブピン部材が係合位置にある状態で、ド
ライブピンを受ける。
【００１９】
　好ましくは、第二の係合位置において、ホールカッタの端部はアーバ本体の停止面と接
触している。本発明のいくつかの実施形態において、雌ねじ山部は、雄ねじ山部に関して
軸方向のすきまを画定し、これによってホールカッタの端部は、第一の係合位置と第二の
係合位置の両方において、アーバ本体の停止面と略接触することが可能となる。いくつか
の実施形態において、アーバ本体の連結部には、ある角度範囲にわたる複数の突出部とそ
の間に形成される複数の相対的凹部が画成され、クイックチェンジ式ホールカッタの中心
穴には、ある角度範囲にわたる複数の突出部とその間に形成される複数の相対的凹部が画
成される。第一の係合位置において、アーバの連結部の突出部は中心穴の凹部の中で受け
られ、中心穴の突出部はアーバ連結部の凹部の中で受けられる。第二の係合位置において
、アーバ連結部の突出部は、中心穴の突出部と係合する。
【００２０】
　他の態様によれば、本発明は、アーバに装着可能なクイックチェンジ式ホールカッタに
関する。アーバは、少なくとも１つの雄ねじ山部を画定するねじ山付端部と、ねじ山付端
部に隣接させて配置された停止面と、その上に少なくとも１つのドライブピンを有し、ホ
ールカッタと係合するドライブピンとの係合位置とドライブピンがホールカッタから釈放
される釈放位置との間で、アーバに関して軸方向に移動可能なドライブピン部材とを備え
る。クイックチェンジ式ホールカッタは、穴を切削するための第一の手段と、第一の手段
をアーバに釈放可能に連結する第二の手段を備える。第二の手段は第三の手段を有し、第
三の手段は、第一の係合位置においてアーバの端部と係合し、その間に第一の軸方向のす
きまを画定して、ホールカッタおよび／またはアーバの、第一の係合位置と第一の係合位
置に関して斜めに離間された第二の係合位置の間の相互に関する相対的回転運動を可能に
し、またその間に、第一の軸方向のすきまより小さい第二の軸方向のすきまを画定して、
第二の手段をアーバの停止面と係合または略係合させる。ホールカッタの第四の手段は、
第二の係合位置においてアーバのドライブピンと位置整合して、ドライブピン部材が第二
の係合位置に位置付けられた状態で、ドライブピンを受ける。
【００２１】
　別の態様によれは、本発明は以下のステップを含む方法に関する。
　（ｉ）クイックチェンジ式ホールカッタに連結可能な連結部を有するアーバを提供する
ステップであって、ホールカッタは、第一の穴と、第一の穴に関して半径方向に離間され
た少なくとも１つのドライブピン凹部が画成される端部を有し、アーバは、相互に関して
軸方向に移動可能であるが、回転方向には移動せず、その間に延びる少なくとも１つのド
ライブピン部材とを有するようなステップと、
　（ｉｉ）アーバ本体の連結部をホールカッタの第一の穴の中に挿入して、第一の係合位
置を規定するステップと、
　（ｉｉｉ）アーバ本体および／またはホールカッタを、第一の係合位置と第二の係合位
置との間で相互に関して移動させ、それによって、ホールカッタをアーバ本体に固定する
ステップと、
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　（ｉｖ）アーバ本体および／またはホールカッタを相互に関して移動させ、第二の係合
位置にしたところで、（ｉ）第二の係合位置において、少なくとも１つのドライブピンを
ホールカッタの少なくとも１つの対応するドライブピン凹部と略位置整合させ、その後、
ホールカッタに関して軸方向に離間された釈放位置と、少なくとも１つのドライブピンが
ホールカッタの対応するドライブピン凹部の中で軸方向に受けられる係合位置との間で、
アーバ本体に関してドライブピン部材を移動させるか、あるいは軸方向に移動できるよう
にし、その後、ドライブピン部材をホールカッタの端部と略接触させるステップ。
【００２２】
　本発明のいくつかの実施形態において、方法はさらに、
　（ｉ）その周辺に沿って、ある角度範囲にわたる複数の突出部とその間に形成される複
数の凹部が画成される第一の穴を有するクイックチェンジ式ホールカッタを提供するステ
ップと、
　（ｉｉ）ある角度範囲にわたる複数の突出部と、その間に形成される複数の凹部が画成
される連結部を有するアーバを提供するステップと、
　（ｉｉｉ）第一の係合位置において、連結部の少なくとも１つの突出部と第一の穴の突
出部を他方の凹部の中に挿入するステップと、
　（ｉｖ）ホールカッタとアーバ本体のうちの少なくとも一方を、相互に関して、第一の
係合位置から第二の係合位置へと回転させ、次に、連結部の突出部と第一の穴の突出部の
少なくとも一方を他方に係合させるステップと、
を含む。
【００２３】
　本発明のいくつかの実施形態はさらに、通常は釈放位置から係合位置の方向にドライブ
ピン部材を付勢するステップと、ホールカッタを第一の係合位置から第二の係合位置へと
移動させたところで、自動的にドライブピン部材を係合位置へと付勢し、それにより、ド
ライブピンを、対応するドライブピン凹部の中に駆動し、ホールカッタをアーバに装着す
るステップを含む。
【００２４】
　また別の態様によれば、本発明は、ねじ穴が画成された外面と、ねじ穴に関して半径方
向に離間されたドライブ部材穴を有するホールカッタのためのアーバに関する。アーバは
さらに、一端にドライブシャンクと、ドライブシャンクに関して反対の端にホールカッタ
のねじ穴と係合可能なねじ山部と、ドライブシャンクとねじ山部との間に配置された軸方
向に延びる内側軸受面とを有する、軸方向に長いアーバ本体を有する。アーバ本体は、軸
方向に延びる内側軸受面に沿った第一の幅、たとえば直径を画定する。アーバはさらに、
近位端と遠位端を有する、軸方向に長いカラーと、近位端と遠位端の間に軸方向に延び、
近位端と遠位端と比較して小さい幅を画定する、手動で係合可能な表面と、カラーの遠位
端から軸方向に延びる、角度離間された複数のドライブピン等の駆動部材とをさらに備え
る。カラーは、アーバ本体にスライド可能に装着され、（ｉ）カラーの遠位端がねじ山部
に近接し、駆動部材をホールカッタの駆動部材穴と係合させ、アーバ本体のねじ山部に取
り付ける係合位置と、（ｉｉ）カラーの遠位端がアーバ本体のねじ山部に関して軸方向に
離間される釈放位置との間で移動可能である。カラーは、カラーを係合位置と釈放位置と
の間で移動させると、アーバの軸方向に延びる内側軸受面とスライド可能に接触する、軸
方向に延びる外側軸受面を有し、軸方向に延びる内側軸受面は、アーバ本体の第一の幅、
たとえば直径の少なくとも約１　１／４倍の長さを画定する。アーバはさらに、カラーに
装着され、（ｉ）カラーを係合位置に保持する第一の位置と、（ｉｉ）カラーが係合位置
から釈放位置へと軸方向に移動することができる第二の位置との間で移動可能である。
【００２５】
　本発明のいくつかの実施形態において、軸方向に延びる軸受面は、アーバ本体の第一の
幅、たとえば直径の少なくとも約１　１／２倍の長さを画定する。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、アーバ本体には、各々に関して角度離間された、軸方向
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に延びる１対の内側軸受面と、軸方向に延びる内側軸受面の間で、相互に関して角度離間
された、軸方向に延びる１対の内側曲線軸受面が画成される。カラーには、相互に関して
角度離間された、軸方向に延びる１対の軸受面と、軸方向に延びる外側軸受面の間で相互
に関して角度離間された、軸方向に延びる１対の外側軸受面が画成される。カラーを係合
位置と釈放位置との間で移動させる際、軸方向に延びる１対の内側軸受面は、軸方向に延
びる１対の内側軸受面とスライド可能に係合し、軸方向に延びる１対の内側曲線軸受面は
、軸方向に延びる１対の外側曲線軸受面とスライド可能に係合する。好ましくは、軸方向
に延びる１対の内側軸受面は略平坦であり、軸方向に延びる１対の外側軸受面は略平坦で
ある。
【００２７】
　いくつかのこのような実施形態において、軸方向に延びる各曲線軸受面は、それぞれカ
ラーまたはアーバ本体の直径によって画定される。本発明のいくつかの実施形態において
、軸方向に延びる外側軸受面は、軸方向に延びる内側軸受面より短い。いくつかのこのよ
うな実施形態において、カラーは、相互に関してカラーの略反対側に位置付けられる、軸
方向に延びる１対の凹面を画定し、各凹面は、それぞれの軸方向に延びる内側軸受面とカ
ラーの近位端の間に延びる。いくつかのこのような実施形態において、カラーはさらに、
１対の第一の停止面を画定する。各第一の停止面は、軸方向に延びる凹面と、それぞれの
軸方向に延びる内側軸受面の間に形成される。アーバ本体は、１対の第二の停止面を画定
し、各第二の停止面は、それぞれの軸方向に延びる内側軸受面の近位端に形成され、第一
と第二の停止面は釈放位置において相互に係合して、カラーがそれ以上、近位で軸方向に
移動するのを防止する。いくつかのこのような実施形態において、第二の停止面は、アー
バ本体に形成された各々のリップによって画定され、リップと凹面は、係合位置と釈放位
置の間でカラーが移動するとき、相互にスライド可能に接触する軸受面を形成する。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の現時点で好ましいいくつかの実施形態の１つの利点は、カラーがアーバ本体の
直径の少なくとも約１　１／４倍の長さの、軸方向に長い軸受面を画定するため、長い軸
受面が提供され、ひいては、アーバ本体上のホールカッタの揺れまたはぐらつきが実質的
に防止されることである。別の利点は、カラーが、軸方向に延びる手動で係合可能な表面
を画定し、片手の１回の動きで、カラーを係合させ、釈放位置と係合位置の間で移動させ
ることが容易になることである。
【００２９】
　本発明の現時点で好ましいいくつかの実施形態の別の利点は、ホールカッタのアーバと
の着脱を比較的迅速に行うことができることである。本発明の現時点で好ましいいくつか
の実施形態のまた別の利点は、１つのアーバでクイックチェンジ式および標準型の両方の
ホールカッタを受け入れることが可能となる点である。
【００３０】
　本発明の、および／または現時点で好ましいその実施形態の上記以外の目的、利点、特
徴は、現時点で好ましい実施形態についての以下の詳細な説明と添付の図面を参照するこ
とによって、容易に明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の１つの実施形態によるホールソーのためのアーバの斜視図である。
【図２】図１のアーバの上面図である。
【図３】図１のアーバの断面図である。
【図４】第一の、すなわちクイックチェンジ式パイロットビット状態にあるアーバのパイ
ロットビット機構をさらに示す、図１のアーバの断面図である。
【図５】図１のアーバのアーバ本体の斜視図である。
【図６】図５のアーバ本体の断面図である。
【図７】図５のアーバ本体の前方端面図である。
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【図８】図１のアーバのパイロットピンの斜視図である。
【図９】図８のパイロットピンの上面図である。
【図１０】本発明のクイックチェンジ式ホールソーの端板の斜視図である。
【図１１】ホールソー穴をアーバ本体の端部と位置整合させるステップを示し、明瞭を期
すためにホールソーの部品が取り除かれた、図１のアーバの斜視図である。
【図１２】位置整合されたホールソー穴を移動させてアーバ本体の端部と係合させるステ
ップを示す、図１１のアーバの斜視図である。
【図１３】ホールソーを回転させて、アーバの端部と完全に係合させるステップを示す、
図１２のアーバの斜視図である。
【図１４】第一の位置と第二の位置の間のドライブピンプレートの、ドライブピンがホー
ルソーの対応するドライブピン穴と係合し、釈放する動きを示す、図１３のアーバの断面
図であり、（Ａ）はドライブピンプレートが第一の位置である状態を示し、（Ｂ）は、ド
ライブピンプレートが第二の位置である状態を示す。
【図１５】ホールソーキャップと係合したドライブピンプレートを示す、図１３のアーバ
の斜視図である。
【図１６】第二の、すなわち標準型パイロットビット状態にあるパイロットビット機構を
示す、図１のアーバの断面図である。
【図１７】パイロットビット機構が第三の、すなわちその中に挿入されているパイロット
ビットと釈放されたニュートラル状態にあることを示す、図１のアーバの断面図である。
【図１８】クイックチェンジ式パイロットビットの斜視図である。
【図１９】標準型パイロットビットの斜視図である。
【図２０】アーバ本体に回転可能に取り付けられ、使用中にドライブピンプレートの軸方
向の位置を固定するためのナットを備える本発明のアーバの別の実施形態を示す図である
。
【図２１】図２０のアーバの斜視図である。
【図２２】比較的小型のホールカッタを本発明のアーバに連結するためのアダプタの斜視
図である。
【図２３】図２２のアダプタの断面図である。
【図２４】ドライブピンプレートが係合位置と釈放位置との間で手動で移動され（ばねで
付勢されない）、ドライブピンプレートを係合位置に釈放可能に固定するためのボール止
め機構を備える、本発明のアーバの別の実施形態の側方立面図である。
【図２５】図２４のアーバの分解斜視図である。
【図２６】図２４のアーバの上面図である。
【図２７】図２６のアーバの断面図である。
【図２８】標準型ホールカッタのねじ山形状を実線で示し、本発明の現時点で好ましい実
施形態による、カスタムホールカッタのねじ山形状を破線で示した図式的な図である。
【図２９】アーバ本体の対応する軸方向に長い軸受面とスライド可能に係合する軸方向に
長い軸受面を画定する軸方向に長いカラーを備えるアーバの別の実施形態の側方立面図で
ある。
【図３０】図２９のアーバの上面図である。
【図３１】図３０の線Ａ－Ａに沿った断面図である。
【図３２】図３０の線Ｂ－Ｂに沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　図１－４において、本発明を実施するアーバが概して参照番号１０で示されている。ア
ーバ１０は、ホールカッタ、たとえばホールソーおよびシートメタルホールカッタ等とと
もに使用できる。「ホールカッタ」という用語は、本明細書において、ホールソー、シー
トメタルホールカッタ等、被加工物に穴をあけるためのさまざまな種類の切削工具のいず
れを指してもよい。「アーバ」という用語は、本明細書において、ドリル等の電動工具の
上にホールカッタ等の回転工具を支持するためのさまざまな器具のいずれを指してもよく
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、さらに、これに限定されないが、マンドレルも含まれる。たとえば、図４，１０に示さ
れるように、一般的なクイックチェンジ式ホールカッタ１２は端板１４を有し、端板１４
には、その中央部を貫通するホールカッタ穴１６と、穴１６に関して半径方向に離間され
る少なくとも１つのドライブピン穴１８が画成される。図の実施形態では、穴１６に関し
て半径方向に離間され、相互に約１８０°、角度離間された２つのドライブピン穴１８が
ある。しかしながら、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、いくつ
のドライブピン穴を、さまざまな種類の形状および／または配置のいずれによって提供し
てもよい。図４に示されるクイックチェンジ式ホールカッタ１２においては、図示しない
が、ブレード１３が端板１４から軸方向に延び、ブレード１３には複数の切削歯１５が画
成され、切削歯１５は、アーバ１０とホールカッタ１２を回転可能に駆動し、回転可能に
駆動された切削歯１５を被加工物の中へと移動させることによって被加工物に穴をあける
。以下に説明するように、クイックチェンジ式ホールカッタにおいて、穴１６には、アー
バ１０の連結端部２２と螺合するために、相互に関して角度離間された複数の隆起したね
じ山部１７と、ねじ山部１７の間に配置された複数の凹んだねじ山のない部分１９が画成
される。
【００３３】
　上記に対し、標準型ホールカッタまたはホールソーでは、ホールカッタの端板またはキ
ャップの中心穴には、穴の周辺にわたる、連続する、または略連続するねじ山が画成され
る。このような標準型ホールカッタはＡＳＭＥ　Ｂ９４．５４－１９９９規格に適合し、
このＡＳＭＥ規格にしたがって、以下のようにホールソーの外径に応じて標準的ねじ山形
状を画定する。すなわち、外径が９／１６インチから１－３／１６インチのホールソーの
場合、標準的ねじ山形状は１／２－２０ＵＮＦ－２Ｂねじ、外径が１－１／４インチから
６インチのホールソーの場合、標準的ねじ山形状は５／８－１８ＵＮＦ－２Ｂねじである
。したがって、「標準型」ホールカッタという用語は、本明細書において、上記のような
ねじ穴を有するホールカッタを意味し、「クイックチェンジ式」ホールカッタという用語
は、本明細書において、上記のような従来のねじ穴がなく、ホールカッタをアーバに迅速
に装着するのを促進する１つまたは複数の特徴、たとえば複数の隆起した係合部とその間
に配置された複数の凹部を有する、以下に説明するホールカッタを意味する。
【００３４】
　図５－７に最もよく示されているように、アーバ１０は、クイックチェンジ式パイロッ
トビット６４（図１８）または標準型パイロットビット６６（図１９）のようなパイロッ
トビットを受けるための、軸方向に延びるパイロットビット穴２９を画定する、軸方向に
延びるアーバ本体２０を備える。標準型パイロットビットは、工具を用いずにビットをア
ーバに装着できるようにする特徴を有していないパイロットビットである。アーバ本体２
０は、停止面２８が画成された本体部２６と、停止面２８から軸方向に延び、端面３３を
画定する端部２２を有する。以下に説明するように、端部２２は、ホールカッタ穴１６（
図４）の内部に係合可能であり、アーバ本体をホールカッタに固定する。図の実施形態に
おいて、以下に説明するように、端部２２はホールカッタ穴１６と螺合する。しかしなが
ら、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、現在公知の、または今後
公知となる、多数の他の連結機構や特徴も同様に利用できる。図５－７に示されるように
、アーバの本体部２６は、「２つのＤ」の断面形状を画定する（すなわち、対向する１対
の略平坦な側面があり、その間に対向する１対の略曲線の側面が延びる）が、当業界の熟
練者であれば本明細書の教示からわかるように、この構成は例にすぎず、現在公知の、ま
たは今後公知となる多数の他の形状および／または構成も同様に使用できる。ドライブシ
ャンク２４が、アーバ本体２０の上の端部２２の反対側に形成される。図の実施形態にお
いて、ドライブシャンク２４は、当業界の熟練者の間で公知の種類の着脱式シャンクであ
る。しかしながら、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、シャンク
２４は、シャンク２４の機能を果たすものとして現在公知の、または今後公知となる、他
のさまざまなシャンクまたはその他の構造のいずれの形態でもよい。
【００３５】
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　図１－４，１１－１２に一般的に示されているように、アーバ１０はさらに、貫通する
穴３２を画定するドライブピンプレートまたは部材３０を備える。穴３２は、アーバ本体
２０を受け、アーバ本体の本体部２６と係合して、ドライブピンプレート３０がアーバ本
体に関して回転しないようにするが、ホールカッタ１２と係合する第一の位置（図１４Ａ
）と、ホールカッタ１２から釈放される第二の位置（図１４Ｂ）の間で、アーバ本体２０
の上で軸方向に移動可能であるように構成されている。図２に最もよく示されているよう
に、穴３２は「２つのＤ」の形状を画定し、アーバ本体２０の本体部２６と噛み合って係
合するが、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、この構成は一例に
すぎず、現在公知の、または今後公知となる多数の他の形状および／または構成も同様に
使用できる。ドライブピンプレート３０はさらに、第一の、すなわちホールカッタ軸受面
３４と、図の実施形態においてはドライブピン３６である複数の保持部材を備える。ドラ
イブピン３６は、第一の表面３４から軸方向に延び、相互に関して角度離間され、穴３２
に関して半径方向に離間される。各ドライブピン３６は、ドライブピンプレート３０が、
ホールカッタと係合する第一の（係合）位置（図４、１４Ａ）にある時にはホールカッタ
１２の、対応するドライブピン穴１８の中で受けられ、ドライブピンプレートがホールカ
ッタから釈放された第二の（釈放）位置（図１４Ｂ）にある時には、それぞれのドライブ
ピン穴１８から変位されている。図の実施形態において、ドライブピンプレート３０は、
直径方向に対向する２つのドライブピン３６を有する。しかしながら、当業界の熟練者で
あれば本明細書の教示からわかるように、ドライブピンプレート３０は、さまざまな構成
のいずれでもよく、対応するドライブピン穴１８またはホールカッタのその他の凹部と係
合する、さまざまな構成のいずれによる、いくつのドライブピン３６を有していてもよい
。
【００３６】
　図３，４に示されるように、付勢部材３８はドライブピンプレート３０を、第二の釈放
位置から第一の係合位置に向かう方向に付勢する。詳しくは後述するように、付勢部材３
８は通常、ドライブピン３６と対応するドライブピン穴１８が位置整合されると、ドライ
ブピンプレート３０を第一の係合位置へと付勢して、ドライブピンプレート３０がホール
カッタ１２の端板１４と接触し、ホールカッタを、使用中のぐらつきと不要な振動を略防
止するような方法で支持する。この特徴の１つの利点は、片手でホールカッタをアーバに
装着しやすくなり、あるいはホールカッタのアーバとの迅速な着脱が容易になることであ
る。
【００３７】
　好ましくは、アーバ１０は、クイックチェンジ式ホールカッタと標準型ホールカッタの
両方を受けて、装着するようになされている。しかしながら、本発明とその態様は、クイ
ックチェンジ式ホールカッタだけを装着するようになされたアーバとして実施してもよい
。標準型ホールカッタ（図示せず）の場合、ホールカッタの端板のねじ穴（ホールソーの
外径に応じて、たとえば１／２－２０ＵＮＦ－２Ｂねじまたは５／８－１８ＵＮＦ－２Ｂ
ねじのいずれかを画定する）は、アーバ本体２０の端部２２と螺合して、アーバ本体をこ
れに固定する。これに対して、クイックチェンジ式ホールカッタ１２の場合、図１０に一
般的に示されるように、端板１４の穴１６には、穴の円周に沿って相互に角度離間された
複数の曲線状の突出部１７と、その間に配置された複数の曲線状の凹部１９が画成される
。曲線状の突出部１７は、アーバ本体２０の端部２２に形成された、対応する雄ねじと螺
合する雌ねじを画定する。より具体的には、図５，７に示されるように、アーバ本体２０
の端部２２には、半径方向に外に向かって突出し、端部２２の周辺で相互に関して角度離
間され、斜めに延長する、複数の曲線状のアーバ突出部２３と、その間に配置された、斜
めに延長する複数の凹部または平坦部２５が画成される。図の実施形態において、アーバ
本体２０の突出部２３の１つまたは複数とこれに対応するホールカッタ１２の突出部１７
は、他の突出部より角度が大きい、または小さく、クイックチェンジ式ホールカッタは第
一の係合位置でしかアーバ本体２０の端部２２の中に嵌合することができず、その第一の
係合位置において、第一の係合位置から第二の係合位置に移動する間に、リード部の雄ね
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じと雌ねじは適正に係合できるようになっている。より具体的には、図７に一般的に示さ
れるように、図の左側にあるアーバ本体２０の端部２２の第一の突出部２３は、図の右側
にある反対側の第二の突出部２３より角度が大きい。同様に、図１０のホールソーキャッ
プ１４は、反対側の第二の凹部１９より角度の大きい第一の凹部１９を有する。したがっ
て、第一の係合位置において、第一の凹部１９は第一の突出部２３を受け、第二の凹部１
９は第二の突出部２３を受け、この位置でのみ、アーバの端部２２がホールカッタの中心
穴の中で受けられる。この第一の係合位置において、アーバとホールソーの各々の突出部
のリード部のねじ山は、ホールカッタとアーバ本体の少なくとも一方が第一と第二の係合
位置の間で相互に関して移動された時に係合する。クイックチェンジ式ホールソーキャッ
プとアーバ本体の各々の対向するねじ山突出部１７，２３の角度の大きさが異なることか
ら、アーバ本体の端部２２がホールソーキャップの穴１６の中で受けられることが可能な
のは１箇所だけであり、その位置において、リード部の雄ねじと雌ねじは、ホールカッタ
および／またはアーバ本体が相互に関して第一と第二の係合位置の間で移動すると、係合
できる。希望に応じて、または別の態様として、ホールカッタおよび／またはアーバには
視覚的マーキングを表示してもよく、これは、第一の係合位置においてホールカッタをア
ーバに装着することを確実にするために、ホールカッタ穴をアーバの連結部に関して位置
整合させるか、またはその他の方法で方向付けるのに使用することができる。
【００３８】
　図１１－１３に示されるように、ホールカッタ１２をアーバ本体２０に取り付けるため
に、アーバ本体２０の端部２２の突出部２３を、ホールカッタ穴１６の対応する大きさの
凹部１９と位置整合させる。次に、ホールカッタ１２を、ホールカッタの端板１４がアー
バ本体２０の肩部２８に隣接し、略接触し、または接触するまで、アーバ本体２０の端部
２２の上で滑らせ（またはその逆であり）、それによってホールカッタとアーバ本体を大
位置の係合位置とする。前述のように、この位置において、アーバ本体のリード部の雄ね
じとホールカッタのリード部の雌ねじは、相互に関して少なくとも１回転させることによ
って、係合させることができる。次に、ホールカッタ１２をアーバ本体２０に関して、第
一の係合位置から第二の係合位置に回転させ（あるいは、アーバ本体をホールカッタに関
して回転させるか、またはホールカッタとアーバ本体の両方を反対方向に回転させ）、ア
ーバ本体の端部２２の雄ねじ突出部２３をホールカッタの対応する雌ねじ突出部と螺合さ
せ、それによって、ホールカッタをアーバ本体にしっかりと固定する。
【００３９】
　図の実施形態において、アーバ本体突出部２３の雄ねじとホールカッタ突出部１７の雌
ねじは、ホールカッタおよび／またはアーバ本体が第一の係合位置から第二の係合位置へ
と回転されると、第二の係合位置において、アーバ本体のドライブピン３６とホールカッ
タのドライブピン穴１８が略位置整合し、それによって、ドライブピンがドライブピン穴
の中で軸方向に受けられ、その結果、ホールカッタがアーバに固定されるように構成され
る（または「計測(clock)」される）。さらに、突出部２３，１７の雄ねじと雌ねじはそ
れぞれ、好ましくは、ホールカッタ１２および／またはアーバ本体２０が第二の係合位置
に回転されたときに、端板１４がアーバ本体の肩部２８と接触するか、略接触し、その後
、肩部が使用中にホールカッタと係合して、さらにホールカッタを支持することができる
ように構成される。図の本発明の実施形態において、それぞれ突出部２３，１７の雄ねじ
と雌ねじの間には、十分な軸方向のすきまがあり、ホールカッタの端板１４は、第一の係
合位置においてアーバ本体の肩部２８と接触または略接触でき、ホールカッタの端板１４
は、第一と第二の係合位置の間の回転中は肩部２８と接触または略接触したままであり、
第二の位置において、端板１４がアーバ本体の肩部と接触または略接触することができる
。第一と第二の係合位置との間の回転中に、ねじ山は、ホールカッタ１２を軸方向に内側
に向かって肩部２８の方向に駆動する傾向があり（またはその逆であり）、したがって、
第二の係合位置では、ねじ山間の軸方向のすきまが略排除または排除できる。
【００４０】
　前述のように、本発明の現時点で好ましい実施形態の１つの利点は、アーバのねじ山付



(14) JP 5587799 B2 2014.9.10

10

20

30

40

端部２２が、クイックチェンジ式ホールカッタまたは標準ホールカッタのいずれとも螺合
可能であり、アーバ本体２０の端部２２のねじ突出部２３の組み合わせは、前述のように
、標準型ホールカッタの雌ねじ（たとえば、ホールソーの外径に応じて、１／２－２０Ｕ
ＮＦ－２Ｂねじまたは５／８－１８ＵＮＦ－２Ｂねじのいずれか）と係合するための、中
断されない連続的なねじパターンを形成することである。したがって、標準型ホールカッ
タをアーバ本体に取り付けるには、標準型ホールカッタキャップのねじ穴をアーバ本体の
ねじ山付端部２２に嵌め当て、ホールカッタとアーバ本体の少なくとも一方を相互に関し
て回転させてねじを係合させる。次に、ホールカッタおよび／またはアーバを相互に関し
て回転させて、さらにねじを係合させると、ホールカッタのエンドキャップが軸方向に移
動し、アーバ本体の肩部２８と係合する（図７）。この位置において、ドライブピン３６
が標準型ホールカッタのドライブピン穴と位置整合すれば、ドライブピンプレートを下方
に移動させるか、または下方に移動されるようにして、ホールカッタの端板と係合させ、
それによって、ドライブピン穴の中でドライブピンが受けられる。ドライブピンとドライ
ブピン穴がこの位置で整合していなければ、ホールソーを回転させて、アーバの肩部２８
から若干遠ざかるように後退させ、ドライブピン穴とドライブピンを位置整合させる。位
置整合したら、ドライブピンプレートを下方に移動させ、または下方に移動されて、ドラ
イブピン穴と係合し、ホールカッタのアーバとの連結が完了する。
【００４１】
　本発明の現時点で好ましい実施形態において、第一と第二の係合位置の間のホールカッ
タ１２および／またはアーバ１０の相対的回転は、約１０度から約１８０度の範囲内であ
り、好ましくは約３０度から約１２０度の範囲内であり、最も好ましくは約４０度から約
１００度の範囲内である。図の実施形態において、第一と第二の係合位置の間の相対的回
転は約４５度である。しかしながら、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかる
ように、これらの角度範囲と角度は例にすぎず、多くの他の角度および／または角度範囲
も同様に利用できる。
【００４２】
　図２８に一般的に示されるように、本発明の現時点で好ましい実施形態のアーバとホー
ルカッタはカスタムねじ山形状を画定するもので、このカスタムねじ山形状により、アー
バの端部がクイックチェンジ式ホールカッタと標準型ホールカッタの両方に螺合でき、ク
イックチェンジ式ホールカッタが第一と第二の係合位置の両方において、アーバの肩部と
係合、または略係合することができ、第二の係合位置において、アーバのドライブピンが
ホールカッタのドライブピン凹部と位置整合する、または略位置整合するようなタイミン
グとされている(timed)。前述のように、ホールソーの直径が１－３／１６インチまたは
それ以下の標準型ホールカッタでは、１／２－２０ＵＮＦ－２Ｂねじが画成され（「小径
」ホールカッタ）、ホールソーの直径が１－１／４インチまたはそれ以上の標準型ホール
カッタでは、５／８－１８ＵＮＦ－２Ｂねじが画成される（「大径」ホールカッタ）。し
たがって、本発明の現時点で好ましい実施形態のカスタムねじ山形状は、このような標準
ねじ山形状に基づいており、このような標準ねじ山を有するホールカッタにアーバを装着
できるようになっている。しかしながら、カスタムねじ山形状にはまた、前述のように、
クイックチェンジ式ホールカッタも装着できるように、標準ねじ山形状と異なる点もある
。本発明の現時点で好ましい実施形態において、比較的小径のホールカッタについては「
１／２－２０カスタムねじ」が画成され、比較的大径のホールカッタについては「５／８
－１８カスタムねじ」が画成される。各カスタムねじ山は各標準ねじ山形状と、ねじ山の
高さ“Ｈ”、ピッチ“Ｐ”、ねじ山の角度“β”は同じであるが、軸方向のすきま“ａ”
、谷底“Ｒ”、山頂“Ｃ”は異なる。図の実施形態において、カスタマねじ山形状は標準
ねじ山形状と次のように異なる。
【００４３】
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【表１】

【００４４】
　各カスタムねじ山形状の最小すきま“ａ”は、好ましくは次式で決定される。ａ＝（（
１／ピッチ）／３６０）*Ｄ（式中、Ｄは第一と第二の係合位置の間の回転角度である）
。たとえば、下表に示すように、ホールカッタのねじ山付突出部１７’または「ローブ(l
obe)」が２つの場合、第一と第二の係合位置の間で９０°回転し、ホールカッタのローブ
が３つの場合、第一と第二の係合位置の間で６０°回転し、ホールカッタのローブが４つ
の場合、第一と第二の係合位置の間で４５°回転し、等々となる。軸方向の最小すきま“
ａ”は、第二の係合位置においてドライブピンがホールカッタのそれぞれのドライブピン
凹部と位置整合または略位置整合し、ドライブピンが係合位置に移動できるようなねじ山
のタイミングとなるように設定される。下表に、５／８－１８および１／２－２０のカス
タムねじ山形状の最小すきま“ａ”の例を挙げる。
【００４５】
【表２】

【００４６】
　当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、上記の最小すきまは例にす
ぎず、多くのその他のすきまも同様に採用できる。好ましくは、最小すきま“ａ”は、概
ね上記のとおりである。しかしながら、希望に応じて、上記の最小値より大きいすきまで
あってもよい。本発明のいくつかの実施形態において、すきまは約１から約１－１／２ａ
の範囲内である。たとえば、各最小すきま“ａ”より大きいすきまの場合、ドライブピン
は、ホールカッタが第二の係合位置にあるとき、ドライブピン凹部の中に移動することが
できる。これに対して、すきまが小さすぎて、ホールカッタが第二の係合位置に移動でき
ず、ドライブピン凹部をドライブピンと位置整合させることができない場合、そのホール
カッタはアーバに正しく装着できない。
【００４７】
　図４，１６－１７に最もよく示されるように、アーバ１０はさらに、パイロットビット
機構４０を有し、その少なくとも一部はアーバ本体２０および／またはドライブピンプレ
ート３０のハウジングに格納される。パイロットビット機構４０は、クイックチェンジ式
および標準型パイロットドリルビットの両方（図１８－１９）を略自動的および／または
手動で着脱できるように設計されている。図の実施形態において、パイロットビット機構
４０は、図４に示されるクイックチェンジ式パイロットビット状態と、図１６に示される
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標準型パイロットビット状態と、図１７に示されるニュートラル状態を規定する。図４に
示されるクイックチェンジ式パイロットビット状態では、パイロットビット機構４０がク
イックチェンジ式パイロットビット６４と係合して、パイロットビットの運動を防止し、
またそれ以外では釈放可能にビットをアーバ本体２０に固定しており、図１６に示される
標準型パイロットビット状態では、パイロットビット機構４０が標準型パイロットビット
６６と係合して、パイロットビットの運動を防止し、またそれ以外では釈放可能にビット
をアーバ本体２０に固定し、図１７に示されるニュートラル状態では、パイロットビット
機構４０は、クイックチェンジ式パイロットビット６４または標準型パイロットビット６
６の各々（パイロットビット穴２９に挿入されていたほう）から外れ、ビットの釈放 、
取り外しおよび／または交換が行われる。以下に説明するように、パイロットビット機構
４０は、標準型パッロットビット６６がパイロットビット穴２９に挿入されたときにこれ
を使用者に知らせる視覚的インディケータを備えていてもよい。
【００４８】
　図４，１６－１７に示すように、パイロットビット機構４０は、第一の位置と第二の位
置の間で移動可能なパイロットピン４１（図８－９で別に示される）を備える。第一の位
置は、パイロットピンがクイックチェンジ式ビット６４（図４）と係合するクイックチェ
ンジ式パイロットビット状態に対応する。第二の位置は、パイロットピンが図１７に示さ
れるようにクイックチェンジ式ビットから外れているか、あるいは図１６に示されるよう
に、アーバ本体２０の中に標準型ビット６６を挿入できるように位置づけられる標準型パ
イロットビットまたはニュートラル状態のいずれかに対応する。図１８に示すように、ク
イックチェンジ式パイロットビット６４は、少なくとも１つのパイロットピン係合造作部
６５、たとえば溝、凹部、穴、ノッチ、切欠き、外部突起または突出部と係合する少なく
とも１つのパイロットピンを確定するシャンクを含む。図の実施形態において、クイック
チェンジ式ビット６４は、パイロットピン４１と係合するための長方形のノッチを有する
。しかしながら、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、クイックチ
ェンジ式シャンクは、さまざまな形状のいずれであってもよく、パイロットピンを係合さ
せるものとして現在公知の、または今後公知となるさまざまな構成または特徴のいずれを
有していてもよい。図８に最もよく示されるように、入手可能なさまざまなクイックチェ
ンジ式パイロットビットシャンクとユニバーサルに係合できるように、パイロットピン４
１は、略丸い先端４２を有する。図４，１６－１７に示されるように、パイロットビット
機構４０は、パイロットピン４２を、パイロットビット穴２９の中で受けられるパイロッ
トビットと係合する第一の位置に付勢させる付勢部材４３、たとえば、コイルばねを備え
る。
【００４９】
　図４，１６－１７に示されるように、パイロットビット機構４０はさらに、パイロット
ビット穴２９の中で受けられたパイロットビットから外れている第一の位置（図４）と、
パイロットビット穴２９の中で受けられたクイックチェンジ式パイロットビット６４また
は標準型パイロットビット６６のいずれかと係合する第二の位置との間で移動可能なファ
スナ４８を備える。図の実施形態において、ファスナ４８は位置決めねじである。しかし
ながら、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、ファスナは、挿入さ
れたパイロットビットを釈放可能に固定するものとして現在公知の、あるいは今後公知と
なる他のさまざまなファスナのいずれであってもよい。
【００５０】
　パイロットビット機構４０はさらに、ドライブピンプレート３０に画成されたボール受
け穴３９の中に少なくとも部分的に配置されるシヤーピンまたはボール４６を備える。ボ
ール４６は、図４，１６に示されるように、パイロットビット機構４０がクイックチェン
ジ式パイロットビット状態または標準型パイロットビット状態にあるときにボール４６が
ボール受け穴３９から外側に突出する第一の位置と、図１７に示されるように、パイロッ
トビット機構４０がニュートラル位置にあるときにボール４６がホール受け穴３９の中に
実質的に保持される第二の位置との間で移動可能である。付勢部材４７は、ボール４６を
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第一の位置へと付勢する。図の実施形態において、付勢部材３８，４３，４７はコイルば
ねであるが、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、付勢部材は現在
公知の、あるいは今後公知となる、他のさまざまな付勢部材、たとえば異なる種類のばね
その他の構成要素のいずれの形態であってもよい。
【００５１】
　同様に図４，１６－１７に示されるように、パイロットビット機構４０は、パイロット
ビット機構の状態に応じて、その中にパイロットピン４１および／またはボール４６を受
けるための穴４５が画成されたシヤープレート４４をさらに備える。シヤープレート４４
は、図４に示されるクイックチェンジ式パイロットビット状態に対応する第一の位置と、
図１６－１７に示されるパイロットビット機構４０の標準型パイロットビットおよびニュ
ートラル状態に対応する第二の位置の間で移動可能である。
【００５２】
　シヤーピン４１、シヤープレート４４、ボール４６、ドライブピンプレート３０および
パイロットビット（クイックチェンジ式ビット６４または標準型ビット６６）の間の相互
作用により、パイロットビット機構の３つの状態が規定される。上記以外のアーバ１０の
構成要素もまた、パイロットビット機構の状態の特定において何らかの役割を果たすかも
しれないが、上記の構成要素に注目する。図１７を見ると、パイロットビット機構４０の
ニュートラル状態が示されている。パイロットビット機構４０はニュートラル状態から、
使用されているパイロットビットの種類に応じて、クイックチェンジ式パイロットビット
状態（図４）または標準型パイロットビット状態（図１６）のいずれかに移動することが
できる。前述のように、パイロットビット機構４０は、ニュートラル状態ではパイロット
ビットを釈放しており、したがって、どの種類のパイロットビットでも着脱可能な状態に
ある。ニュートラル状態において、ドライブピンプレート３０は、それぞれ第二、すなわ
ち釈放位置（図１４Ｂ，１７）にある。この位置では、パイロットピン穴３１、シヤープ
レート穴４５およびボール受け穴３９は略位置整合しており、それによってパイロットピ
ン４１とボール４６は、パイロットビット穴２９に挿入されているパイロットビットの種
類に応じて、それぞれの第一と第二の位置の間で自由に移動できる。
【００５３】
　クイックチェンジ式パイロットビット６４がパイロットビット穴２９に挿入され、ドラ
イブピンプレート３０がその第二の、すなわち釈放位置にあるとき（図１７）、パイロッ
トビット機構４０は、ニュートラル状態から、クイックチェンジ式パイロットビット６４
と係合するクイックチェンジ式パイロットビット状態へと変化するように位置付けられる
。図４に示されるクイックチェンジ式パイロットビット状態において、パイロットピン４
１は、関連する付勢部材４３によって内側に付勢されて、クイックチェンジ式パイロット
ビット６４の凹部６５の中に入り、ビット６４を固定する。したがって、ボール４６は関
連する付勢部材４７によって内側に向かって付勢されてシヤープレート穴４５の中に入る
ため、ボール４６がシヤープレート４４と係合する。ボール４６がシヤープレート４４と
係合している状態で、シヤープレート４４の位置はドライブピンプレート３０に関して固
定されるため、ドライブピンプレート３０がその第一と第二の位置の間で移動することに
よって、シヤープレート４４はその第一と第二の位置の間で移動する。ニュートラル状態
からクイックチェンジ式パイロットビット状態に入るためには、ドライブピンプレート３
０をその第二の位置（図１４Ｂ，１７）からその第一の位置（図４，１４Ａ）に移動しな
ければならず、これによってシヤープレート４４はその第二の位置（図１７）からその第
一の位置（図４）に移動される。シヤープレート４４は、その第一の位置において、パイ
ロットピン４１が外側に移動するのを防止し、その結果、パイロットピン４１がクイック
チェンジ式パイロットビット６４と釈放可能に係合するようロックされ、ビットがパイロ
ットビット穴２９の中に固定される。
【００５４】
　標準型パイロットビット６６がパイロットビット穴２９に挿入され、ドライブピンプレ
ート３０がその第二の位置（図１７）にあると、パイロットビット機構４０は、ニュート
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ラル状態から標準型パイロットビット状態へと変化し、標準型パイロットビット６６と係
合するように位置付けられる。図１６に示される標準型パイロットビット状態では、パイ
ロットビット穴２９に挿入された標準型パイロットビット６６がパイロットピン４１をそ
の第二の位置に保持し、パイロットピン４１の一部シヤープレート穴４５の中に収まる。
この位置において、パイロットピン４１はシヤープレート４４と係合し、シヤープレート
４４の軸方向の位置がアーバ本体２０に関して固定される。ニュートラル状態から標準型
パイロットビット状態にするためには、ドライブピンプレート３０をその第二の位置（図
１４Ｂ，１７）からその第一の位置（図１４Ａ，１６）に移動させなければならない。し
かしながら、クイックチェンジ式パイロットビット状態と異なり、シヤープレート４４は
ドライブピンプレート３０が移動してもその第二の位置からその第一の位置に移動せず、
シヤープレート４４はパイロットピン４１と係合しているため、その第二の位置に留まる
。標準型パイロッドビット状態において、ボール４６は、シヤープレート４４の外表面と
接触するように付勢され、これもまた、シヤープレート４４が移動して第二の位置から出
るのを防止する。標準型パイロットビット６６を十分に固定するために、ファスナ４８が
移動してパイロットビット６６と係合して、ビットをビット穴２９の中に固定し、その結
果、パイロットピン４１、シヤープレート４４およびボール４６が上述のような標準型パ
イロットビット状態（図１６）に関連するそれぞれの位置に保持される。１つの実施形態
において、標準型パイロットビット状態で、シヤープレート４４の端は、目に見えるよう
に外側に突出し、標準型パイロットビットが使用されていることを視覚的に示し、ファス
ナ４８を手で係合させて標準型パイロットビットをしっかりと固定するように使用者に伝
える機能を果たす。
【００５５】
　図１，３，１２に示すように、アーバ１０はカラー５０をさらに備える。カラー５０に
は、周辺の、軸方向に延びる側壁５２と、側壁５２の内側に形成された穴５３と、穴の内
側端部に形成された、ドライブピンプレート３０を受けて、そこにしっかりと固定または
連結する拡張凹部５５が画成される。カラー５０は、ドライブピンプレート３０の係合位
置と釈放位置にそれぞれ対応する第一の位置と第二の位置の間で移動可能であり、カラー
が第一の位置から第二の位置に移動すると、略同時にドライブピンプレート３０を係合位
置から釈放位置に移動させる。カラー５０の内側の穴５３とアーバ本体２０の本体部２６
とが環状の軸方向に延びるコンパートメント５６を画定し、このコンパートメントが第一
の付勢部材３８を受け、支持し、この付勢部材３８は、図の実施形態においてコイルばね
であり、ドライブパンプレート（とカラー）を係合位置に向けて付勢する。
【００５６】
　図１２に最もよく示されているように、図の実施形態において、カラーは、糸巻き様ま
たはディアボロ形の長い部材である。より具体的には、カラー５０は、第一の、横方向に
延びる直径Ｄ１と外面６７を画定する上（遠位）部５７と、第二の横方向に延びる直径Ｄ
２と外面６８を画定する中央部６８と、第三の、横方向に延びる直径Ｄ３と外面６９を画
定する下（近位）部５９を画定する。しかしながら、当業界の熟練者であれば本明細書の
教示からわかるように、カラー５０は、現在公知の、または今後公知となるさまざまな形
状と構成のいずれであってもよく、したがって、図に示された糸巻き様またはディアボロ
形に限定されない。図の実施形態において、第一の横方向に延びる直径Ｄ１は、第三の横
方向に延びる直径Ｄ３と略同じであり、第二の横方向に延びる直径Ｄ２は、第一と第三の
横方向に延びる直径より小さく、したがって糸巻き様またはディアボロ形を形成する。こ
の形状の利点は、使用者がカラー５０をホールカッタ１２と着脱する際に、たとえば片手
の人差し指と親指でカラー５０の中央部５８を持つことができるために、使用中の取扱が
容易になる、改良された手動係合可能な表面が提供されることである。上部および下部の
横方向に延びる直径は図の実施形態においては略同じであるが、実施形態によっては、横
方向に延びる直径は異なっていてもよいが、これらの直径を中央部の横方向に延びる直径
より大きいままであることが好ましい点に注意するべきである。
【００５７】



(19) JP 5587799 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

　本発明の１つの実施形態において、カラー５０の軸方向の長さは、約１／２インチから
約１－３／８インチの間であり、一例としての実施形態において、カラー５０の軸方向の
長さは約１－１／５インチである。さらに、本発明の１つの実施形態において、カラーの
上部の軸方向の長さは約１／６インチから約１／２インチの間であり、カラーの中央部の
軸方向の長さは約１／４インチから約３／４インチの間であり、カラーの下部の軸方向の
長さは約１／６インチから約１／２インチである。一例としての実施形態において、上部
の軸方向の長さは約１／３インチであり、中央部の軸方向の長さは約２／５インチであり
、下部の軸方向の長さは約１／５インチである。
【００５８】
　図の実施形態において、それぞれの上部、中央部、下部５７，５８，５９の外面６７，
６８，６９は略平坦で、アーバ本体２０の中央縦軸に略平行である点に注意するべきであ
る。さらに、カラー５０の上部と下部は中央部に直接接触せず、中間部７１，７３が上部
５７と中央部５８の間および下部５９と中央部５８の間にそれぞれ存在する点に注意する
べきである。中間部７１，７３は表面７５，７７を画定し、これはアーバ本体の中心縦軸
に向かって傾斜しており、すなわち表面７５，７７はカラーの上部および下部５７，５９
からカラーの中央部５８に向かって傾斜する。しかしながら、当業界の熟練者であれば本
明細書中の教示からわかるように、カラー５０の上部、中央部、下部５７，５８，５９は
、現在公知の、または今後公知となるさまざまな構成のいずれであってもよく、たとえば
中央部は軸方向に離間された複数のリブを有していてもよく、また上部、中央部、下部の
いずれも、円弧状、曲線状または傾斜形状を有していてもよい。これに加え、上部と下部
は、中間部を含めずに直接、中央部と接触していてもよく、また、中間部は現在公知であ
る、または今後公知となるさまざまな構成のいずれでもよく、たとえば中間部は円弧状ま
たは曲線状であってもよい。さらに、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかる
ように、カラー５０とドライブピンプレート３０は、上述のようにディアボロ形とするこ
とのできる単独の構成要素として一体化させてもよく、あるいは現在公知である、または
今後公知となるさまざまな形状のいずれであってよく、たとえば、単体としてのカラー／
ドライブピンプレートの構成要素を、その中の横方向の直径が同じ円筒形としてもよい。
【００５９】
　図３，１２に最もよく示されるように、アーバ１０は、アーバ本体２０の本体部２６に
形成された溝６２に連結可能な保持クリップまたはリング６０と、その端面においてクリ
ップ６０と係合し、その外面においてカラー５０の穴５３とスライド可能に係合し、カラ
ーとドライブピンプレートの第一の係合位置（図４，１４Ａ）と第二の釈放位置（図１４
Ｂ）の間の軸方向の運動を案内するブッシング６１を備える。当然のことながら、第一の
付勢部材３８は、ブッシング６０とドライブピンプレート３０の内側端の間に軸方向に取
り付けられ、通常はドライブピンプレート（とカラー）を外側に付勢して、第一の係合位
置にする。以下に詳しく述べるように、使用者は、手でカラー５０を係合させ、カラーを
第一の付勢部材３８の付勢に逆らって釈放位置へと引っ込めることができ、また、カラー
を釈放して、第一の付勢部材によってカラーとドライブピンプレートが釈放位置から係合
位置へと移動されるようにすることができる。あるいは、片手で装着するには、使用者は
ホールカッタキャップ１４をドライブピンプレート３０に押し付け、また、第一の係合位
置では、相応にコイルばね３８を圧縮して、ホールカッタをアーバの肩部２８に押し当て
ることができる。すると、同じほうの手でホールカッタを第一の係合位置から第二の係合
位置まで回転させると、コイルばねは自動的にドライブピンプレート３０を係合位置へと
移動させ、ドライブピン３６がホールカッタのドライブピン穴の中で受けられ、ホールカ
ッタのアーバへの装着が完了する。
【００６０】
　以上、アーバ１０とその構成要素について説明したが、次に、アーバにホールカッタと
パイロットドリルビットを装着し、取り外す方法の各々に目を向ける。アーバのドライブ
シャンク２４を駆動工具、たとえばドリル（図示せず）のチャックに挿入し、これと係合
させた状態で、または工具に挿入し、これと係合させる前に、使用者は、ホールカッタ穴
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１６とアーバの端部２２と位置合わせする。クイックチェンジ式ホールカッタを使用する
場合、ホールカッタ凹部１９は、たとえば図１１に示されるように、アーバ本体の突出部
２３と位置整合する。位置整合すると、ホールカッタはアーバ本体２０の端部２２に嵌合
され、アーバ本体の突出部２３が対応するホールカッタ凹部１９の中に受けられ、ホール
カッタ１４の基部が停止面２８の上またはその付近に静止する。このステップにおいて、
使用者は略同時にドライブピンプレート３０を第一の位置から第二の位置に移動させ、た
とえば図１２に示されるように、第一の付勢部材２８を圧縮する。図１３を参照すると、
ホールカッタは第一の係合位置から第二の係合位置に回転されて、ホールカッタの突出部
１７がそれぞれのアーバ本体突出部２３と螺合し、ホールカッタをアーバ本体に釈放可能
に固定する。ホールカッタとアーバ本体が第二の係合位置にあると、ホールカッタのドラ
イブピン穴１８はドライブピンプレート３０のそれぞれのドライブピン３６と略位置整合
し、その結果、第一の付勢部材３８は自動的にドライブピンプレートを第二の位置（図１
４Ｂ）から第一の位置（図１４Ａ）に移動させ、次に、ドライブピン３６をたとえば図１
５に示されるように、対応するドライブピン穴１８の中に駆動する。ドライブピン３６が
完全に対応するドライブピン穴１８の中に受けられると、ホールカッタ１２は、たとえば
図４に示されるように、アーバと完全に係合し、これに装着される。
【００６１】
　標準型ホールカッタ（図示せず）を使用する場合、使用者はホールカッタ穴をアーバ本
体２０の端部２２と位置合わせし、ホールカッタをアーバ本体に嵌合させ、ホールカッタ
穴をアーバ突出部２３のねじ山と螺合させる。クイックチェンジ式ホールカッタと同様に
、標準型ホールカッタを回転させて、ホールカッタをアーバの端部に螺合させ、ドライブ
ピンがホールカッタの対応するドライブピン穴の中で受けられるようにする。ねじ山に応
じて、標準型ホールカッタは、アーバに装着されたときに、アーバの肩部、すなわち停止
面と係合しない、または完全に係合しないかもしれないが、ドライブピンがホールカッタ
を駆動するため、ホールカッタキャップがアーバの停止面と係合することは必ずしも必要
ではない。
【００６２】
　クイックチェンジ式パイロットビット６４を装着するには、ドライブピンプレート３０
を、ホールカッタ１２と係合する第一の位置からホールカッタ１２から釈放される第二の
位置へと、（ｉ）ドライブピンプレート３０を持って、物理的に移動させる方法か、（ｉ
ｉ）ホールカッタをアーバ本体の端部に嵌める（図１２）ステップの間に、ホールカッタ
１２と係合させることによって、ドライブピンプレート３０を下方に圧迫する方法のうち
の少なくとも１つによって移動させる。次に、クイックチェンジ式パイロットビット６４
をパイロットビット穴２９の中に挿入する。パイロットビット６４が挿入される間に、パ
イロットピン４１は第一の位置から第二の位置に移動し、パイロットピン４１は、アーバ
本体２０の中に形成されたパイロットピン穴３１の中にスライドして入り、パイロットピ
ン４１の少なくとも一部がシヤープレート穴４５の中に入る（たとえば、図１７参照）。
これによって、パイロットピン４１はパイロットビット穴２９から出ることができるため
、パイロットビット６４を完全に挿入できる状態となる。略同時に、ボールまたはピン４
６が第一の位置から第二の位置に移動する。第二の位置において、ボール４６は少なくと
も部分的にシヤープレート穴４５から出て、少なくとも部分的にドライブピンプレート３
０に形成されたボール受け穴３９に入る。
【００６３】
　クイックチェンジ式パイロットビット６４が略完全にパイロットビット穴２９の中に挿
入され、パイロットピン４１がパイロットビット６４のクイックチェンジ用造作部６５と
位置整合すると、付勢部材４３はパイロットピン４１を第一の位置に戻し、パイロットピ
ン４１はビット６４のそれぞれのクイックチェンジ用造作部６５と係合し、クイックチェ
ンジ式パイロットビット６４のアーバ本体に関する移動を防止する。パイロットピン４１
がクイックチェンジ式パイロットビット６４と係合すると、付勢部材４７はボール４６を
第一の位置に戻す。第一の位置において、ボール４６の一部はシヤープレート穴４５に受
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けられ、シヤープレート４４と係合し、その間、ボールの一部はアーバ本体２０のシヤー
ピン穴３１の中に留まる。パイロットビット６４を十分に固定するために、ドライブピン
プレート３０を第二の位置からホールカッタと係合する第一の位置に、（ｉ）ドライブピ
ンプレート３０を釈放する方法、および（ｉｉ）ホールカッタを回転させるステップ中に
、ドライブピン穴１８が対応するドライブピン３６と位置整合したらドライブピンプレー
と３０を移動させる方法のうちの少なくとも１つによって移動させる。ドライブピンプレ
ート３０が移動すると、シヤープレート４４は略同時に第二の位置から第一の位置に移動
する。第一の位置において、シヤープレート４４はパイロットピン４１を、クイックチェ
ンジ式パイロットビット６４と係合するようにロックして、それによって、例えば図４に
示されるように、パイロットビットが第一の位置から出るのを防止する。
【００６４】
　標準型パイロットビット６５を装着するには、クイックチェンジ式パイロットビットの
場合と同様に、ドライブピンプレート３０をホールカッタと係合する第一の位置からホー
ルカッタを釈放する第二の位置に、（ｉ）ドライブピンプレート３０を持って物理的に移
動させる方法、および（ｉｉ）ホールカッタをアーバ本体の端部（図１２）に取り付ける
ステップ中に、ホールカッタ１２と係合させて、ドライブピンプレート３０を下方に圧迫
する方法のうちの少なくとも一方によって移動させる。次に、標準型パイロットビット６
６をパイロットビット穴２９に挿入する。パイロットビット６６が挿入される間、パイロ
ットピン４１は、第一の位置から第二の位置に移動する。第二の位置において、パイロッ
トピン４１はアーバ本体２０のパイロットピン穴３１にスライドして入り、パイロットピ
ン４１の少なくとも一部がシヤープレート穴４５の中に入り、シヤープレート４４と係合
し（図１６参照）、これによって、パイロットピン４１はパイロットピン穴２９の中に入
り、標準型パイロットビット６５を完全に挿入できる状態となる。略同時に、ボール４６
は第一の位置から第二の位置に移動する。第二の位置において、ボール４６はシヤープレ
ート穴４５から出て、ドライブピンプレート３０のボール受け穴３９に入る。
【００６５】
　標準型パイロットビット６６が略完全にパイロットビット穴２９に挿入されたら、ドラ
イブピンプレート３０を第二の位置からホールカッタと係合する第一の位置へと、（ｉ）
ドライブピンプレート３０を釈放する方法、および（ｉｉ）ホールカッタを回転させるス
テップ中に、ドライブピン穴１８が対応するドライブピン３６と位置整合したらドライブ
ピンプレート３０を移動させる方法のうちの少なくとも一方によって移動させる。ドライ
ブピンプレート３０が移動する間、シヤープレート４４は、パイロットピン４１と係合し
ているために第二の位置に留まり、その結果、ボール４６は部分的にボール受け穴４７か
ら外に延びて、シヤープレート４４と係合するため、これによってもシヤープレート４４
は第二の位置に保持される。１つの実施形態（図示せず）において、シヤープレート４４
は、ドライブピンプレート３０の背後から目に見えるように突出し、使用者に対して、フ
ァスナ４８を使って標準型パイロットビット６６を係合させるように知らせ、これはドラ
イブピンプレート３０が第一の位置にあり、イヤープレート４４が第二の位置にあるとき
に発生する。標準型パイロットビット６６をアーバ１０に十分に固定するために、使用者
はファスナ４８を第一の位置から第二の位置に移動させ、これによって、パイロットビッ
ト６６を係合させ、アーバ本体に関するパイロットビット６６の移動を防止する。
【００６６】
　希望に応じて、使用者は、パイロットビット機構４０によって固定されるほかに、ファ
スナ４８を使って、クイックチェンジ式パイロットビット６４を固定させてもよい。当業
界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、それぞれのホールカッタとパイロ
ットビットが装着される順序は重要でなく、ホールカッタはパイロットビットの前、パイ
ロットビットの後、あるいはパイロットビットと略同時に装着してもよい。さらに、希望
に応じて、アーバは、ホールカッタのみ（パイロットビットはない）またはパイロットビ
ットのみ（ホールカッタはない）でも使用できる。
【００６７】



(22) JP 5587799 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

　図２０，２１において、本発明を実施する別のアーバが概して参照番号１１０で示され
ている。アーバ１１０は、図１－１９に関してすでに説明したアーバ１０と略同じである
ため、前に数字「１」を付けた同様の参照番号で、同じ要素を示す。アーバ１１０と上記
のアーバ１０との基本的な違いは、アーバ１１０にはカラー５０と付勢部材３８（たとえ
ば図１，３参照）がなく、アーバ本体１２０の本体部１２６と螺合するナット１５０およ
び、ナット１５０とドライブピンプレート１３０の間の本体部の周囲に環状に存在するＯ
リング１５１を有する点である。ナット１５０は、ナットを回転させることによって本体
部１２６の上で軸方向に移動可能であり、また、図２０，２１に一般的に示される連結部
１２２に取り付けられたホールカッタ（図示せず）から離間された第一の位置と、ドライ
ブピンプレート１３０をホールソーのドライブピン穴の中に受けられたドライブピン１３
６と係合させる第二の位置との間で移動して、ドライブピンプレートをホールソー（図示
せず）にしっかりと固定する。Ｏリング１５１は、ナット１５０とドライブピンプレート
１３０の間のバッファとして機能し、また、使用者は、ナットを手で持って回転させて、
ドライブピンプレートと係合させ、また、手でナットを持ってドライブピンプレートから
外すことができる。図の実施形態において、ナット１５０とカラー５０はドライブピンプ
レート３０，１３０がアーバ本体２０，１２０の後方端から滑り落ちることを防止し、ね
じ山突出部２３，１２３は、使用していないときにドライブピンプレートがアーバ本体の
前方端から滑り落ちるのを防止する。当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかる
ように、アーバは、ホールカッタに関してドライブピンプレートの反対側を軸方向に係合
させ、使用中にドライブピンプレートの軸方向の位置を固定し、および／またはドライブ
ピンプレートがアーバ本体から滑り落ちるのを防止するものとして現在公知である、また
は今後公知となる多数のさまざまな構成要素のいずれを備えていてもよい。
【００６８】
　図２２－２３において、比較的小型のホールカッタを本発明のアーバに取り付けるため
のアダプタを概して参照番号７０で示す。アダプタ７０は、略中央領域を通るアダプタ穴
７２と、穴７２の中に半径方向に突出し、穴の周辺で相互に関して角度離間され、ある角
度範囲に及ぶ突出部７４と、突出部７４の間に形成された、ある角度範囲に及ぶ複数の凹
部７６を画定する。突出部７４は、アーバ１０，１１０の端部２２，１２２のねじ山部２
３，１２３に対応し、これと係合するねじ山構成のねじ山を有し、アダプタをアーバに螺
合させる。アダプタ７０の外周には曲線状の複数の凹部７８が画成され、これらの凹部は
外周で相互に関して角度離間されており、またアダプタがアーバに装着されたときに各凹
部７８の位置がアーバのそれぞれのドライブピン３６，１３６と一致して、その中でドラ
イブピンを受ける。各凹部７８の曲線形状は実質的に個々のドライブピンの外部形状と一
致し、個々のドライブピンをしっかりと係合させ、その間の遊びができるだけ小さくなっ
ている。アダプタ７０の下側には、ホールカッタ（図示せず）のねじ穴の中に受けられる
ねじ山付突起８０があり 、ホールカッタがアダプタにしっかりと固定される。したがっ
て、アダプタは、ドライブピン穴を持たない、あるいはアーバのドライブピンのパターン
に敵伍するドライブピン穴を持たない、またはそれを受けるように構成されていない比較
的小型のホールカッタを受け入れることができる。
【００６９】
　動作においては、アダプタ７０は、突起８０をホールソーに螺合させることによって、
ホールソーに装着される。組み立てられたアダプタとホールソーは、アーバ端部２２，１
２２のねじ山付突出部２３，１２３をアダプタの凹部７６に挿入することによってアーバ
に装着され、第一の係合位置を規定する。次に、アダプタ／ホールカッタアセンブリとア
ーバの少なくとも一方を他方に関して回転させ、回転させながら第一の係合位置から第二
の係合位置に移動させる。第二の係合位置において、アダプタの突出部７４はアーバの突
出部２３，１２３と螺合し、アダプタ／ホールカッタアセンブリがアーバに固定される。
アダプタ／ホールカッタアセンブルリとアーバが第二の係合位置にあると、ドライブピン
は、軸方向に曲線状の凹部７８の中に移動し、それにより、使用中のアダプタとアーバの
相対的な回転運動がさらに防止され、ホールカッタが回転可能に駆動される。希望に応じ
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て、アダプタの軸方向の深さは、第二の係合位置においてアダプタの内面がドライブピン
プレートと係合するように設定してもよい。また、希望に応じて、ねじ山付突出部のねじ
山は、第一と第二の係合位置において、アダプタとアーバの肩部２８，１２８の間の接触
を保持しやすくする、上述のような軸方向のすきまを画定してもよい。
【００７０】
　図２４－２７において、本発明を実施する別のアーバを概して参照番号２１０で示す。
アーバ２１０は、上記のアーバ１０，１１０と略同じであるため、前に数字「１」ではな
く「２」をつけた参照番号で同様の要素を指す。アーバ２１０の上記のアーバ１０との基
本的な違いは、アーバ２１０が、ドライブピンプレート２３０がホールカッタから釈放さ
れる第二の釈放位置からドライブピンプレートがホールカッタと係合する第一の係合位置
の方向へとドライブピンプレート２３０を付勢するための付勢部材３８（たとえば、図１
，３参照）を持たない点である。ドライブピンプレート２３０は、付勢部材を援用せずに
手動で係合位置と釈放位置との間で移動され、保持部材２８０によって第一の係合位置に
保持される。図の実施形態において、保持部材はボール止め機構であり、これは収縮位置
と伸展位置の間で移動可能なボール２８４と、コイルばねのような付勢部材２８６を有す
る。付勢部材２８６は、止め部材２８４を伸展位置へと付勢する。ボール止め２８０は、
ドライブピンプレート２３０に画成された穴２８２の中に格納される。穴２８２は、ドラ
イブピンプレート穴２３２とドライブピンプレート２３０の外面の間で半径方向に延びる
。位置決めねじ２８８は穴２８２の中にねじ込まれ、ばね２８６を圧縮できる突き当て面
となり、ばね２８６の張力を調整する機構として機能する。当業界の熟練者であれば本明
細書の教示からわかるように、ボール止め機構の構成要素は、止め機構が使用中のアーバ
本体に関するドライブピンプレートの軸方向の位置を固定し、および／またはドライブピ
ンプレートがホールカッタとの係合から外れるのを防止することができれば、現在公知で
ある、または今後公知となるさまざまな構成要素のいずれに置き換えてもよい。当業界の
熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、保持部材２８０は、使用中にアーバ本
体に関するドライブピンプレートの軸方向の位置を固定し、および／またはドライブピン
プレートがホールカッタとの係合から外れるのを防止するものとして現在公知である、ま
たは今後公知となるさまざまな保持部材のいずれであってもよい。
【００７１】
　図２５に関して、アーバ本体２２０には、アーバ本体２２０の周囲に端部２２２の方面
に位置付けられた溝２９０が画成されている。溝２９０は、ドライブシャンク２２４の方
面に湾曲した、および／または傾斜した第一の表面２９２と、略まっすぐ、または連結端
部２２２の端面２３３に略平行な第二の表面２９４を有する。溝２９０はこのようにして
、ドライブピンプレート２３０が第一の係合位置から第二の釈放位置へと後方に移動する
のは可能であり、ドライブピンプレート２３０が第一の係合位置から先へと前方に移動す
ることはできないように構成されている。前述のように、ボール２８４は収縮位置と伸展
位置の間で移動可能である。図２７に示される伸展位置において、ボール２８４の一部は
溝２９０の中に収容され、ボールの一部は穴２８２中に収容され、これによってドライブ
ピンプレート２３０はその第一の係合位置において、アーバ本体２２０に関して軸方向に
固定され、ホールカッタとの係合が保持される。収縮位置では、ボール２８４は穴２８２
の中に引っ込み、ドライブピンプレート２３０をアーバ本体２２０の上で軸方向に移動さ
せ、ホールカッタから外すことができる。
【００７２】
　図には示されていないが、ドライブピンプレート２３０は、前述のように糸巻き様また
はディアボロ形を画定していてもよく、その直径は同じまたは略同じであってもよい。さ
らに、ドライブピンプレートは、軸方向に長くして（糸巻き様またはディアボロ形を画定
しても、しなくても）、ドライブピンプレート２３０とアーバ本体２２０の間に軸方向に
長い軸受面を画定し、ドライブピンプレートとアーバ本体の間の不要な動きまたは遊びを
軽減または防止してもよい。
【００７３】
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　動作中、ドライブピンプレート２３０が第一の係合位置（図２４，２７参照）にあり、
ホールカッタ（図示せず）と係合しているとき、使用者はドライブピンプレート３０を手
で持ち、ドライブシャンク２４の方向へと後方に移動させる。ドライブピンプレート２３
０が動き始めると、ボール２８４は溝２９０の湾曲した、および／または傾斜した表面２
９２に押し当てられ、ドライブピンプレートがその後方移動を続けると、ボールは溝から
押し出され、穴の中の収縮位置に入る。ボールがその収縮位置に入ると、パイロットピン
プレート２３０はその第二の位置に移動して、ホールカッタを釈放し、ホールカッタを取
り外せる状態にする。使用者がホールカッタを再装着する、または交換用ホールカッタを
装着することにした場合、カッタを前述のようにアーバ本体２２０の端部２２２に螺合さ
せる。次に、使用者はドライブピンプレート２３０を持ち、手動でドライブシャンク２２
４から離れるように前方に移動させ、穴２８２が溝２９０と略位置整合すると、ばね２８
６がボール２８４をその伸展位置に付勢し、これによってドライブピンプレート２３０の
アーバ本体２２０に関する軸方向の位置を固定して、ホールカッタと係合させる。
【００７４】
　次に、図２９－３２を参照すると、本発明を実施する別のアーバが概して参照番号３１
０として示される。アーバ３１０は、上述のアーバ２１０と略同じであるため、前に数字
「２」ではなく「３」をつけた同様の参照番号で同様の要素を指す。アーバ３１０の上記
のアーバ２１０との基本的な違いは、アーバ３１０では、ドライブピンプレートの代わり
に軸方向に長いカラー３５０が用いられている点である。アーバ３１０は軸方向に長いア
ーバ本体３２０を有し、アーバ本体３２０は、その一端にドライブシャンク３２４と、ド
ライブシャンク３２４に関して反対の端にある、ホールカッタ（図示せず）のねじ穴と係
合可能なねじ山部３２２と、ドライブシャンク３２４とねじ山部３２２の間に配置された
、軸方向に延長する内側軸受面３２７とを有する。アーバ本体３２０は、軸方向に延びる
内側軸受面３２７に沿って、第一の幅Ｗを画定し、これは図の実施形態においては直径で
ある。
【００７５】
　図２９，３１，３２に示すように、アーバ３２０はさらに、上記のような軸方向に長い
カラー３５０を有し、これは上側、すなわち遠位端３９７と、下側、すなわち近位端３９
９と、近位端と遠位端の間に軸方向に延びる、手動で係合可能な面３６８を画定する中央
部３５８を有する。中央部３５８は、近位端と遠位端のそれぞれの幅、すなわち直径Ｄ１
，Ｄ３と比較して、短い幅、すなわち直径Ｄ２を画定する。カラー３５０はさらに駆動部
材を備え、これは図の実施形態においては、角度離間された１対のドライブピン３３６で
あり、カラー３５０の遠位端３９７から軸方向に延びる。カラー３５０は、アーバ本体３
２０の上にスライド可能に装着され、（ｉ）駆動部材３３６を、アーバ本体３２０のねじ
山部３２２に螺合されたホールカッタの駆動部材穴と係合させるための、カラー３５０の
遠位端３９７がねじ山部３２２の付近にある係合位置と、（ｉｉ）カラー３５０の遠位端
３９７がアーバ本体３２０のねじ山部３２２に関して軸方向に離間された釈放位置との間
で移動可能である。カラー３５０はさらに、カラーを係合位置と釈放位置の間で移動させ
ると、アーバ本体３２０の、軸方向に延びる内側軸受面３２７とスライド可能に接触する
、軸方向に延びる外側軸受面３６３を画定する。図の実施形態において、軸方向に延びる
内側軸受面３２７の長さＬは、アーバ本体の第一の幅Ｗの少なくとも約１　１／４倍であ
り、好ましくは、軸方向に延びる軸受面の長さＬは、アーバ本体の第一の幅Ｗの少なくと
も約１　１／２倍である。
【００７６】
　図の実施形態において、図３１－３２に最もよく示されているように、アーバ本体３２
０は、相互に関して角度離間された、軸方向に延びる１対の内側軸受面３２７，３２７’
と、軸方向に延びる内側軸受面３２７，３２７’の間で相互に関して角度離間された、軸
方向に延長する曲線状の１対の内側軸受面３８５，３８５’を画定する。さらに、カラー
３５０は、相互に関して角度離間される、軸方向に延びる１対の外側軸受面３６３，３６
３’と、軸方向に延びる外側軸受面３６３，３６３’の間で相互に関して角度離間された
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、軸方向に延びる、曲線状の１対の外側軸受面３８９，３８９’を画定する。軸方向に延
びる内側軸受面３２７，３２７’は、軸方向に延びる１対の軸受面３６３，３６３’とス
ライド可能に係合し、軸方向に延びる、曲線状の１対の内側軸受面３８５，３８５’は、
カラー３５０を係合位置と釈放位置との間で移動させると、軸方向に延びる、曲線状の１
対の外側軸受面３８９，３８９’とスライド可能に係合する。図の実施形態において、軸
方向に延びる１対の内側軸受面３２７，３２７’は略平坦であり、相互に関してアーバ本
体３２０の略反対側に位置し、軸方向に伸びる１対の外側軸受面３６３，３６３’は略平
坦で、相互に関してカラー３５０の略反対側に位置する。しかしながら、当業界の熟練者
であれば本明細書の教示からわかるように、表面３２７，３２７’，３６３，３６３’は
現在公知である、または今後公知となるさまざまな構成のいずれであってもよく、たとえ
ば、表面は複数の係合する突出部と凹部を有していてもよく、また、表面はそれぞれアー
バ本体とカラーの略反対側に配置される必要はない。
【００７７】
　図の実施形態において、軸方向に延びる、曲線状の軸受面３８５，３８５’，３８９，
３８９’の各々は、それぞれカラー３５０またはアーバ本体３２０の直径によって画定さ
れる。また、図の実施形態において、外側の軸方向に延びる軸受面３６３，３６３’は、
内側の軸方向に延びる軸受面３２７，３２７’より短い。カラー３５０は、相互に関して
カラーの略反対側に位置付けられる、軸方向に延びる１対の凹面３９１，３９１’を画定
し、各凹面３９１，３９１’は、それぞれの、軸方向に延びる軸受面３６３，３６３’と
カラーの近位端３９９の間に延びる。カラー３５０はさらに、１対の第一の停止面３９３
，３９３’を画定する。カラーの停止面３９３，３９３’の各々は、軸方向に延びる凹面
３９１，３９１’とそれぞれの軸方向に延びる外側軸受面３６３，３６３’の間に形成さ
れる。さらに、アーバ本体３２０は、１対の第二の停止面３９５，３９５’を有する。第
二の停止面３９５，３５９’の各々は、それぞれの、軸方向に延びる内側軸受面３２７，
３２７’の近位端に形成される。第一と第二の停止面は、カラー３５０が釈放位置にある
ときに相互に係合して、カラー３５０がそれ以上、近位方向の軸方向の運動をしないよう
に防止するように構成される。第二の停止面３９５，３９５’は、アーバ本体３２０に形
成されたそれぞれのリップ３９６，３９６’によって画定され、リップ３９６，３９６’
と凹面３９１，３９１’は、カラー３５０を係合位置と釈放位置の間で移動させると、相
互にスライド可能に接触する軸受面を形成する。
【００７８】
　図２９に示されるように、カラー３５０は、カラーの遠位端３９７の遠位周縁３５７と
、カラーの近位端３９９の近位周縁３５９と、近位リムと遠位リムとの間に延びる、環状
の、手動で係合可能な面３６８をさらに画定する。図の実施形態において、遠位周縁３５
７と近位周縁３５９は第一の直径（Ｄ１またはＤ３）によって画定され、手動で係合可能
な面３６８は第一の直径（Ｄ１またはＤ３）より小さい第二の直径Ｄ２によって画定され
る。好ましくは、第二の直径Ｄ２は第一の直径（Ｄ１またはＤ３）の約７０％から約９５
％の範囲内であり、最も好ましくは、第二の直径Ｄ２は第一の直径（Ｄ１またはＤ３）の
約８０％から約９０％の範囲内である。また、図の実施形態において、近位および遠位周
縁は第一の直径によって略画定される（すなわち、Ｄ１はＤ３と等しい）。当業界の熟練
者であれば本明細書の教示からわかるように、これらの直径と、図の具体的な形状や構成
は例にすぎず、希望に応じて、あるいはその他必要に応じて変更してもよい。
【００７９】
　図２９に示されるように、手動で係合可能な表面３６８は、軸方向の長さＬ２を画定し
、近位周縁と遠位周縁はそれぞれ、軸方向の長さ（それぞれＬ１とＬ３）を画定し、手動
で係合可能な表面の軸方向の長さＬ２は、近位周縁と遠位周縁の各々の軸方向の長さＬ１
，Ｌ３より大きい。好ましくは、手動で係合可能な表面の軸方向の長さＬ２は、近位およ
び遠位周縁の各々の軸方向の長さＬ１，Ｌ３の約３０％から約６０％大きい。
【００８０】
　図３０，３１に注目すると、アーバ３１０はさらに、カラー３５０の上に取り付けられ
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た保持部材３８０を備え、この保持部材は、（ｉ）係合位置にカラー３５０を保持する第
一の位置と、（ｉｉ）カラー３５０を係合位置から釈放位置へと軸方向の移動させる第二
の位置との間で移動可能である。図の実施形態において、保持部材３８０は、上述の機構
２８０と同様のボール止め機構である。しかしながら、当業界の熟練者であれば本明細書
の教示からわかるように、保持部材３８０は、カラー３５０のアーバ本体３２０に関する
軸方向の位置を保持し、および／またはカラー３５０が使用中にホールカッタ（図示せず
）との係合から滑って外れることを防止するものとして現在公知である、または今後公知
となるさまざまな保持部材のいずれであってもよい。
【００８１】
　当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、上記の、およびその他の本
発明の実施形態に対して、付属の特許請求範囲に定義される本発明の範囲から逸脱するこ
となく、多数の変更や改変を加えることができる。たとえば、アーバの構成要素は、さま
ざまな構成のいずれでもよく、あるいは現在公知である、または今後公知となるさまざま
な材料のいずれで形成してもよく、開示した各種の構成要素のいずれかを除いてもよく、
あるいは追加の構成要素または特徴を追加してもよく、アーバは現在公知である、または
今後公知となるさまざまな工具のいずれとも使用できる。たとえば、保持部材は、現在公
知である、または今後公知となるさまざまな種類のいずれであってもよく、たとえば、対
応する穴またはホールカッタと係合する円柱またはテーパ付きのドライブピン、あるいは
ホールカッタ上の対応する穴または凹部と係合する平坦部を画定するドライブドッグ(dri
ve dogs)とすることができる。同様に、ドライブピン穴または凹部は、さまざまな駆動部
材のいずれかを受ける、またはその他これと係合する、さまざまな構成のいずれであって
もよい。ドライブピン部材またはプレートも同様に、さまざまな構成のいずれであっても
よく、たとえばアーバ本体に関して移動可能であり、１つまたは複数のドライブピンを有
するプレート形状または円形またはその他の形状のカラーまたはハウジングであってもよ
い。アーバ連結部および／またはホールカッタの中心穴のねじ山は、上述の標準またはタ
イミングのとられた(timed)ねじ山（またはその組み合わせ）の形態をとることができ、
あるいは、現在公知である、または今後公知となるさまざまなねじ山構成のいずれの形を
とってもよい。あるいは、ホールカッタの連結部およびまたは中心穴には、第一と第二の
係合位置の間でアーバおよび／またはホールカッタを相互に関して移動させたときに、ホ
ールカッタをアーバに係合するためのねじ山以外の構造が画成されていてもよい。さらに
、当業界の熟練者であれば本明細書の教示からわかるように、保持部材は、使用中にアー
バ本体に関するドライブピンプレートおよび／またはカラーの軸方向の位置を固定し、ま
たは戻し、および／またはドライブピンプレートおよび／またはカラーがホールカッタと
の係合から滑って外れるのを防止するものとして現在公知の、または今後公知となるさま
ざまな保持部材のいずれであってもよく、さらに、複数の保持部材を使用してもよい。し
たがって、現時点で好ましい実施形態に関する上記の詳細な説明は、限定的な意味ではな
く、例として捉えるべきである。
【符号の説明】
【００８２】
　１０　アーバ、２０　アーバ本体、２３　アーバ突出部、２４　ドライブシャンク、２
５　平坦部、３２　穴、３６　ドライブピン、５０　カラー、５２　側壁、６４　パイロ
ットビット。
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